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(座長 松本貯教授〉
れ，大平抗原で吸収したものでは 7本の沈降帯が残って
30. 脂肝の病態生化学 いる。また宮崎肺吸虫感作血清をウ抗原で吸収したもの
麻生芳郎，矢島義忠(千葉大生化学) では 3本，大平抗原で、吸収したものでは l本の沈降帯が
傷害に対する肝の最も一般的な反応は脂質の異常蓄積 証明され，大平肺吸虫感作血清をウ抗原で吸収したもの
であろう。実験動物に脂肝を発生させる方法は数多く知 では 5本，宮崎抗原で吸収したものでは 3本の沈降帯が
られているが，蓄積脂質はほとんど中性脂肪である。こ 証明された。これらの吸収後残害している沈降帯はそれ
のことは誘因として中性脂質の分泌障害， とくにリポ蛋 ぞれの肺吸虫に特有なものと考えられるが， Specific 
白生成機構の異常が想定されている。血中における中性 Bandの証明には今後さらに追加検討を行なうつもりで
脂肪はキロミクロンおよび低比重リポ蛋白として存在す ある。
るが，その動態は各組織の代謝または病態の考察に対し なお，今までに 28例の肺吸虫症患者血清について免
て一基礎的知識を与えるものとして重要である。中性脂 疫電気泳動を実施したがいずれも 2本ないし 12本の沈
肪分泌機構の綜合的把握を目的として，さきに消化吸収 降帯が証明され，すべての例において陽性であった。 
時における小腸粘膜のリポ蛋白生合成についての成績を
発表したが，さらに脂肝， とくにオロト脂肝の代謝的特 32. In vitroにおける動物細胞の分化機能の保持 
性を利用して研究を行なっている。 -ACTH産生細胞株の樹立一
今回はそのうち脂肝の生成・回復に伴う脂質変動・酸 安村美博(千葉大細菌) 
可溶性核酸塩基の分析・細胞下成分の代謝活性および電 1950年以来の組織培養法のめざましい進展にもかか
顕像による微細構造の観察を中心として報告する。 わらず， 細胞の分化した機能を invitroの系で維持さ
〈研究は文部省各個研究費 (710333)によって行なわ せることは不可能に近いと考えられていた。わたしたち
れた。〉 はさきに培養細胞集団のクローン分析によって， マウ
スのステロイド産生副腎腫湯細胞株，ステロイド産生 
31.三種肺吸虫 (P. westermani， P. miyazakii， P. Leidig腫蕩細胞株， およびラットの下垂腫虜より成長
ohirai)の免疫電気泳動像の比較 ホルモン産生細胞株を分離し，その樹立に成功した 
辻守康，横川宗雄(千葉大寄生虫〉 (Yasumura et al.:Cancer Res. 26(pt. 1): 529-535， 
A. Capron，J. Biguet (リー jレ大・寄生虫) 1966; Science 154: 1186-1189，1966)。今回，同様の方
ウエステJレマン肺吸虫，宮崎肺吸虫，大平肺吸虫の成 法によりマウス下垂体腫虜より ACTH産生細胞株が分
虫抗原を家兎に感作し，その感作血清を用いて 3種肺吸 離樹立された。この細胞株は 100mU/mg細胞蛋白124
虫の泳動像の比較を試みた。使用した抗原はいずれも I 時間の ACTHを 1年間にわたって産生しつづけてい
ル食塩水抽出抗原であるが，ワ肺吸虫感作血清ではワ抗 る。そしてラベルした ACTHを作りだす可能性への
原との聞に 23本， 宮崎抗原および大平抗原との聞にそ 道を聞いた。(この仕事は Dept.of Biochemづ Brandeis 
れぞれ 13本の沈降帯が証明された。 また宮崎肺吸虫感 Univ.，U.S.A.の Dr.Gordon H. Satoの研究室でな
作血清ではウ抗原との聞に 14本， 宮崎抗原との聞に 19 された。〉 
本， 大平抗原との聞に 13本の沈降帯が証明され， 大平
肺吸虫感作血清ではウ抗原との聞に 14本， 宮崎抗原と
の聞に 13本，大平抗原との聞に 19本の沈降帯が証明さ 33. 同種腎移植に関する諸問題について
れた。 佐藤博，岩崎洋治，小高通夫，島田俊恒
次に各感作血清を他種抗原で吸収を行なった後，泳動 雨宮浩，黄雅俊，沼野健，斎藤全彦
を試みた。その結果ウ肺吸虫感作血清を宮崎抗原で吸収 金城和夫，三井静，落合武徳，神谷定
したものではワ抗原との聞になお 8本の沈降帯が証明さ 守田博之，渡辺一男(千葉大第二外科)
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三輪清三，東条静夫，土屋尚義
(千葉大第一内科)
小川道一(千葉大第二内科)
慢性腎不全の治療として，人工腎臓による血液造析と，
同種腎移植が行なわれている。現在，世界において，永
久治癒を期待できる同種腎移植症例は 1，000例を数える
に至った。われわれの教室においても，近親者より供腎
者を得て， 3例の腎移植を行なった。第 l例は約 200日，
第 2例は 180日， 第 3例は 60日と， いずれも経過は順
調である。これらの臨床経過を報告する， とともに腎移
植の適応，供腎者の選択， Rejectionに対する処置等に
ついて報告したいと思う。
般 
34. 教室における脊髄腫蕩症例の検討
辻陽雄，篠原寛休，重広信三郎，上原朗
(千葉大整形外科〉
脊髄性麻庫性疾患の中に「脊髄腫蕩」の占める割合は
必ずしも少なくない。
千葉大学整形外科教室において過去 13年聞に経験し
た脊髄腫蕩例は 31例に及ぶが， これらのうち内科的領
域において，いわゆる「脊髄炎」なる概念のもとに治療
経過せられる症例が少なくない。
われわれは， これらの脊髄腫蕩症例 31例についての
詳細な検討を行なうとともに，常に脊髄腫蕩の概念の把
握のもとにのぞむことの必要を強調する。
また，予後についても述べる。
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(座長:香月秀雄教授)  
35. 子宮頚癌細胞診における悪性基準の再検討
御園生雄三，武田敏，貝田豊郷，守矢和人
周美錦，増田武，鈴木通也，田中穣
高見沢裕吉，戸沢澄(千葉大産婦人科)
子宮頚癌の細胞診において Papanicolaou III型に属
する「悪性を疑いながら悪性と断定し得ない細胞群」を
いかに，より正確に診断するかが現在問題とされている。
従来細胞の悪性基準には，核異型，核細胞質比増加，核
質組大頼粒，核膜肥厚，核小体肥大等が数えられてきた
が，これらの重要性の比重について充分の検討がなされ
ていない。千葉大学産婦人科教室で PapanicolaouIII 
型と診断された良性異型上皮，睦炎，ポリープ，再生上
皮等のスミア標本と子宮頚癌のそれを比較し，上記悪性
基準の項目別に検討した。この結果に基づいて細胞の簡
易判定器を製作しその診断成績について報告する。 
36. 全身麻酔併用による気管支鏡検査について
松本博雄，堀江昌平，小林延年，大塚俊道
(千葉大肺癌研究施設) 
1963年 l月より， 1967年 3月末までに，当肺癌研究
所において，全麻併用気管支鏡検査件数は，初期の局麻
例 38例を除くと， 1，020例に達する。これを男女別にみ
ると，男 685例 (67.2%)，女 335例 (32.8%)である。
年令別では，最低 2才，最高 84才であり， 50才以上の
ものが，全体の半数以上をしめている。肺癌は，われわ
れが検索の中心としている疾患であるが，全体の約 20%
に及んでいる。さらに肺癌について，検査件数，男女別，
年令別，気管支鏡所見等について検討した。全麻併用気
管支鏡検査における偶発事故は， 7例で，内訳は，気道ケ
イレン 3例，大出血 2例，その他となっている。全麻併
用気管支鏡はきわめて安全，かつ，確実に気管支内腔の
状態を，把握することができ，また内腔からの諸検査施
行のためにも，はなはだ有利であり，われわれは，一般
外来にも routineの検査として施行している。 
37. Fallot四徴症根治手術について
岡村宏，相楽恒俊，中村常太郎，松岡淳夫
瀬崎登志彰
(千葉県立鶴舞病院心肺センター〉
舞鶴病院心肺センターにおける本症症例数は現在まで
に 23例であり，治癒率は 87%である。本年始めからは 
17例であるが死亡例は全くなく治癒率 100%となった。 
23例中 12例が 5才以下で， 全例何らの合併症もなく治
癒している。今回はこれらの症例中特に興味ある症例を
紹介し，その問題点を論じ，さらに 5才以下の症例の手
